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平成10年度学部卒業者の就職・進学先
赤羽　　和
石川　美穂

今井　利至

岩井　知絵

宇佐美　衛
臼井　智美
太田　多美
大脇　進治

岡森万理子

奥田　　梢
小栗　武治

加納　　豊
河合　奈々

河地　隆宏

亨紺　正樹
香西　寅雄

忽戸　茂章
小林　謙一

小林　美里

坂倉　昭人

佐藤　陽子

清水平　涼

新藤　定生
杉本　　渚

大阪府立大学大学院
キューピー㈱挙母工場

太田油脂㈱
京都大学大学院農学研究科
三重大学大学院生物資源学研究科

インターメディアプランニング㈱
㈱環境公害センター
三重大学大学院生物資源学研究科
三重大学大学院生物資源学研究科

ヤマダイ食品㈱
アサヒ飲料㈱
三重大学大学院生物資源学研究科
三重大学大学院生物資源学研究科
サンジルシ醸造㈱
三重大学大学院生物資源学研究科

㈱科研製薬

静岡県立大学生活健康科学研究科
京都大学大学院研究生

名古屋大学大学院生命農学研究科
㈱カナエフーズ
キューピー㈱挙母工場

㈱ベンチャーセッフネット
三重大学大学院生物資源学研究科
三重大学大学院生物資源学研究科

鈴木　史人
南岸　　崇
田邁　恭也
土橋　聖子

辻　　志帆
辻　　高志
長谷川啓子

平野　貴子
普照　伸宏
古橋　寛史
松井　深恵
松尾　幸子

溝江　亜紀
室伏　善照

吉本　倫子
若嶋　裕人
金子　麻紀

高橋ちえみ
辻　　浩一

安達真一郎

三重大学大学院生物資源学研究科

奈良先端大学大学院バイオサイエンス研究科
三重大学大学院生物資源学研究科

日本酪農協同㈱

東海メディカルプロダクツ㈱
サンジルシ醸造㈱

太洋薬品工業㈱
セントラルシステムズ㈱

留学
名古屋大学大学院
㈱キャリアスタッフ

サンガリア

東洋ビューティー

名古屋大学研究生
三重大学大学院生物資源学研究科
三重大学生物資源学部研究生

（財）名古屋市高齢者療養サービス事業団

未定

自営

平成11年度博士課程前期修了者の就職・進学先
㈱品質管理センター
㈱中埜酢店
㈱関谷食品
㈱中村物産

佐藤　啓二

竹内　昌代
武田　美津

竹林慎一郎

多田野牧子
千々岩　崇
中井　芳樹
西村　有紀
松本美和子
山岡　秀亮
山本　陽子

若杉　知行
ヴェンヴィッ

張　　国偉

京都大学医学部博士後期課程

未定
岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所RA

三重大学大学院生物資源学研究科博士課程後期

㈱再審館製薬所
トーメー㈱
九鬼産業㈱
三重大学大学院生物資源学研究科博士課程後期

JA京都丹後

㈱京都第一科学

東京大学大学院農学生命科学研究科博士後期

未定
ト　アインチ

三重大学大学院生物資源学研究科博士課程後期

㈱藤安食品

平成11年度博士課程後期修了者の就職・進学先

渡邁　美幸
緒方　　進

沢田　正徳
玉置　真司

林　　秀謙
三島　　隆

森本　兼司
加賀谷　安章

大阪府立母子保険総合医療センター研究所

三重大学生物資源学部研究生

（社会人）アイ・エフ・エフ日本㈱
㈱敷島スターチ
食品総合研究所
三重大学生物資源学部助手（農場）

食品総合研究所
三重大学遺伝子実験施設PD

学
生
運
動
は
日
本
だ
け
で
な
く
カ
乱

チ
ェ
ラ
タ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）
等
世
界

的
に
吹
き
荒
れ
た
現
象
で
し
た
が
、

三
翠
寮
闘
争
は
そ
の
中
で
も
結
構
有

名
な
闘
争
で
し
た
。
従
っ
て
、
着
任

早
々
な
の
に
私
は
学
部
運
営
委
員
に

選
出
さ
れ
た
た
め
、
研
究
も
講
義
も

そ
っ
ち
の
け
で
学
部
首
脳
部
と
学
生

に
如
何
に
対
応
す
る
か
の
相
談
に
毎

日
明
け
暮
れ
た
も
の
で
す
。
私
の
世

代
は
、
大
学
院
は
旧
帝
大
系
に
し
か

無
く
、
ま
た
博
士
課
程
を
す
ま
せ
て

も
、
さ
ら
に
大
学
院
研
究
生
を
何
年

か
や
ら
な
い
と
、
通
常
、
博
士
号
は

も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、
三
十
三
歳

で
や
っ
と
三
重
大
学
の
教
官
に
し
て

頂
い
た
私
自
身
は
学
生
の
成
れ
の
果

て
と
言
っ
た
も
の
で
し
た
。
従
っ
て
、

学
生
に
取
り
巻
か
れ
て
、
室
戸
を
浴

び
て
吊
し
上
げ
ら
れ
て
も
、
私
か
ら

見
れ
ば
、
学
生
の
駆
け
出
し
に
過
ぎ

な
い
彼
ら
に
恐
怖
感
が
沸
か
ず
、
「
私

の
よ
う
に
学
生
生
活
を
十
年
も
や
っ

て
か
ら
も
の
を
言
え
」
と
堂
々
と
言

い
返
し
た
も
の
で
す
。
当
時
の
先
生

方
で
私
ほ
ど
長
い
学
生
生
活
を
経
験

し
た
人
は
少
な
か
っ
た
し
、
も
ち
ろ

ん
吊
し
上
げ
の
経
験
の
な
い
人
に
は

全
く
想
像
す
ら
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
圧
倒
的
恐
怖
感
か
ら
、

殆
ど
の
先
生
方
は
も
の
も
言
え
な
い

状
態
で
し
た
か
ら
、
恒
例
的
に
教
授

会
が
学
生
よ
り
包
囲
さ
れ
占
拠
さ
れ

る
と
、
何
人
か
の
例
外
的
に
肝
の
据

わ
っ
た
先
生
方
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
学
生
の
囲
い
を
破
り
、
先
生
方
を

逃
が
し
た
も
の
で
し
た
。
お
か
げ
で
、

全
国
的
に
も
有
名
な
学
生
運
動
の
中

心
に
あ
り
な
が
ら
、
農
学
部
校
舎
の

封
鎖
を
つ
い
に
さ
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。
因
み
に
、
当
時
は
未
だ
県
大
で

し
た
が
、
水
産
学
部
は
半
年
間
校
舎

が
封
鎖
さ
れ
教
官
は
入
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
か
ら
思
う
と
ど
う
し
て
あ

ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
学
生
に
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
近
年
の
学
生
諸
君
に

感
ず
る
無
重
力
感
を
思
う
と
、
従
事

が
ま
こ
と
に
懐
か
し
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
闘
争
に
関
連
し
た
内

だ
こ
と
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
れ
を
良
し
と
す
る
気
も
あ
り
ま
せ

ん
が
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
私
自
身

も
気
分
は
学
生
の
ま
ま
、
人
間
的
成

長
も
学
術
的
発
展
も
さ
し
て
な
く
、

三
十
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

た
だ
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
す
。
こ
ん

な
私
を
許
容
し
て
く
れ
た
三
翠
学
園

に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
私
が
三
重
大
学
に
来
て
一
番

感
銘
を
受
け
た
の
は
、
昆
虫
学
の
白

井
先
生
の
こ
と
で
し
た
。
即
ち
、
和

製
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
先
生
は
夏
の
か
ん

か
ん
照
り
の
草
む
ら
に
一
日
中
伏
し

て
昆
虫
を
監
察
し
て
い
た
と
人
か
ら

聞
い
て
い
ま
す
が
、
私
が
感
銘
し
た

の
は
、
そ
の
こ
と
で
は
な
く
、
先
生

と
二
人
で
何
時
間
も
研
究
室
で
飲
ん

だ
際
、
そ
の
学
識
の
深
さ
と
共
に
、

既
に
戦
前
か
ら
昆
虫
学
に
免
疫
学
を

導
入
し
よ
う
と
し
た
先
見
性
で
し

た
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
私
が
感
銘

し
た
の
は
、
そ
の
先
生
が
免
疫
学
に

よ
る
昆
虫
の
新
分
類
法
と
言
う
畢
生

の
大
作
を
目
指
し
て
い
た
た
め
、
結

局
、
論
文
を
な
に
も
書
か
な
く
て
も
、

そ
の
先
生
を
認
め
て
き
た
三
翠
学
園

の
懐
の
深
さ
で
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が

大
学
だ
と
思
い
ま
し
た
。
即
ち
、
独

創
性
と
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
弛
ま

ぬ
努
力
を
し
て
い
る
人
を
認
め
る
の

が
大
学
で
す
。
研
究
は
そ
の
独
創
性

と
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
な
の
で
、
結
果

は
時
の
運
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
今
、

大
学
は
結
果
至
上
主
義
に
な
り
、
こ

の
種
の
学
究
を
認
め
る
余
裕
を
急
速

に
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
大
学
と
言
う
場
で
は
、
ど

れ
ほ
ど
の
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
研

究
を
す
べ
き
か
と
言
う
大
き
な
問
題

を
大
学
自
ら
が
提
起
し
な
か
っ
た
た

め
で
す
。
極
論
す
れ
ば
、
こ
の
研
究

の
展
望
期
間
こ
そ
研
究
の
ス
ケ
ー
ル

そ
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本

の
大
学
で
の
、
研
究
に
於
け
る
機
動

性
と
言
う
名
の
研
究
の
矯
小
化
は
日

本
の
将
来
に
ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら

す
の
で
し
ょ
う
か
。

バ
て
、
三
重
大
学
内
で
人
が
死
ん

子
聖
子
穂

恵
　
聡
美

高
藤
村
井

注
遠
河
酒
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ARSENIC POISONING

A DREADFUL MENACE ENGULFED BANGLADESH

MursheくわR：Au

mD部拙めni

LabQr4耽脇edMicrobiohIgy

Bangladesh，located on theGanges，Bhramaputra andMeghna deltahave adenselypopulated features with a0－

00mpanyingpoverty andvarious on and off naturaldisasters．Healthhazards andnaturalcalamities have costed

millionlives during the past twenty eight years since the countrywaslibeerated．So far120millionpeople

Of Bangladesh，largelyimpOVerished but resilient have bravely contained all those catastrophes．ut during

recent years thelargest maSS－pOisoning episodes from arsenic contaminationin drinking water sources have

threatened thenation to agraveuncertainty．The continued tollcounts due to this hazardis not only tragic

for thepeople of Bangladeshbut also destroying the nations capability to achieve economic development．

The current tragedyhasits roots sincelong．Beforeindependencein1971，in the erstwhile East Pakistan

35millionpeoplewere dependedonhighlypolluted surfacewater．With the count down thepopulationgrewme－

Curically，SOis the contamination of surface water sources due to use of chemicals and fertilizers．UNICEF

andotherinternationaldonorspromOtedgroundwater，the onlywayout as themajor source of survival．Since

thanindiscriminate harnessingof this sources continued for domeStic purposes aswellas for agriculturalde－

Velopment．Latest estimationshows that，for survivalofl16millionpeoples drinking，COOking，WaShingand

bathing4millionshallow tubewells areinoperationallover the countryandmOre3millionwells beendugged

byvillagers forirrigationpurposes．Manyof thesewellshavebeendrilledintoasuberraneanlayerofarsenic

that hadwasheddow fromHimalayas bv theGanges andBharamaputra rivers overyears and seeped to thebottomOf

the silt that makes this region so fertile．But what appears tobe agodsend at thebeginningbecame just one

CurSe for Bangladesh．Asirrigation and mOre thirsty throatslowered the water table，peOpleinadvertantly

pumped the arsenic to the surface．The first detectionin1993and subsequent confirmation after19950f high

levels of arsenicinnumerOuS Shallowand deep tubewellsinvarious parts of the country raised serious health

COnCernS．Recent estimates，though not complete，COnfirms that the occurrence of the arsenic contamination

is more widespread than assumed at the beginning and broke through alarge segment Of population．Presently

about60million people are drinking and usingwater contaminatedwith arsenic thatis above the safema‡imum

rleVelof〉50ppb・Thefollowingstatisticsonarseniccalamitydepictsacrystalclearpictureonthegra両

andintensity of this catastrophes．

Totalnumber of districtsinBangladesh

Nymber of districts surveyed

Nunber of districts havingarseniclevelabovemaS．permissiblelimit

Total area of Bangladesh：

Area of affected59districts

Population at risk of the affected districts

Potentiall†e‡pOSed people

No．of patients suffering from arSenicosis

Totalnumber of tubewellsinBangladesh

Total number effected

（source：DainichiConsultant，Japan）

Analysis of the hair，nailand skin peoplelivingin arsenic affectedvillages revealed

：64

：64

：59

148，393軸

：126，134km2

：75million

：24million

：7000

：4million

：1．12million

that，92％of the

Samplecontainedarseniclevelabovenormalvalue．ThesesegmentSmaynOtbeshowingovert sYmptOmSOfarsenical

Skinlesions，but believed to be suffering subclinically．The sane Study noted thatin contrast tol．7％in

WeSt Bengal（astateifIndia），17％of the children（underllyears）in thearseniccontaminatedvillages

膏ve beenintoxicated with arsenic．The mapin annex shows thelevels of arsenic concentrationin different

ト抑tSOfthecountry・

t LatelyaBelgianstudyhasindicated that，arSenic containedindeep tubewellwaterused forirrigationhas

Creptintoleaves，StemS，rOOtS andcattle fodder，andhayhavepoisoned theentire foodchainin this river

braideddelta．Findings of this studyreport overshoots thedynamics ofpresent scenarioonaggravatingstatus

Of thishazardandbound toincreasemOreCOnCernS．ThemOSt deceptiveanddangerous aspect of thearsenic tox－

icityisitsveryslowandinsidiousdevelopment．Arseniciscarcinogenicandmutagenic．It takesroughlyabout

lOyears of continuesingestionof arsenic contaminatedwater（or food）todevelop theovert symptOmS．As of

now，indifferent parts ofBangladesh thousands of arsenicimpaCtedpatient have alreadybeenidentified．

Thechallengesaheadtocontainarsenicproblemisvast sinceimmediatealternativesisnot readilyavailable．

Bythetimealltheactorspaintedthenozzleofcontaminatedwellsred，aSWarningnot todrinkthecontaminated

Water，manyhavealreadybeenaffected．Responses onremedialprogramS aSuSuallym0Vinginslowpace thanex－

pected．On this count theoverallpictureis abysmallygloomVWithakindofpresumptivebelief that thepeople

Willcontinue touse arsenic contaminatedwathe for their dailyrequirement，irrigationandindustrialuse out

Ofnecessity，WhichwillleadtodisastroushealthimpaCtSandmOredeathcountsonlongeruse．Withincreasing

global attention to this problem，many theoreticalanalysis on the possible source of contamination are been

debatedanddifferent treatment Optionsvetunderconsideration．At thisoutset，arationalperceptionis that

prolonged analvsis of theproblemand reasonable amOunt Of resourceswouldbe required toinitiate remedialac－

tion，aS has been witnessedinmany earlier calamities．Given the overall scenario，Whatisimperative at

this stageis to ensure supply of safe usablewater for the users and the health safetybeforeit strikes the

nation with mOre OnerOuS burdents．
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我
が
三
翠
化
学
会
の
会
報
が
目
出

度
く
五
十
号
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に

慶
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

創
刊
以
来
四
分
の
一
世
紀
、
よ
く

続
い
た
な
ぁ
と
感
無
量
で
す
。
継
続

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と

で
春
・
秋
二
回
確
実
に
発
行
し
続
け

て
い
る
の
は
他
の
同
窓
会
に
は
例
が

な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
も
役
員
会
の

都
合
真
剣
に
論
議
を
た
た
か
わ
し
、

白
羽
の
矢
の
立
っ
た
会
員
に
学
内
の

役
員
さ
ん
達
か
ら
原
稿
を
依
頼
し
、

催
促
を
し
、
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
原

五
十
号
発
刊
に
当
た
っ
て

福
田
　
　
映

稿
や
写
真
を
大
学
八
回
卒
の
長
谷
川

正
一
さ
ん
経
営
の
株
式
会
社
あ
る

む
へ
送
り
、
長
谷
川
さ
ん
の
手
で
記

事
・
写
真
の
割
付
け
配
列
等
の
レ
イ
・

ア
ウ
ト
を
し
て
体
裁
を
整
え
て
も
ら

い
最
優
先
で
印
刷
し
て
も
ら
う
と
い

う
繰
返
し
で
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
ご
努
力
と
依
頼
に
応
え

て
く
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
ま
で
の
会
報
は
先
ず
総
会
の
案

内
又
は
報
告
、
そ
れ
か
ら
新
会
員

（
社
会
人
一
年
生
）
、
中
堅
会
員
（
今
、

私
は
）
、
各
年
次
ク
ラ
ス
会
報
告
、
恩

師
近
況
、
コ
ー
ス
・
研
究
室
便
り

等
々
、
毎
号
盛
沢
山
で
結
構
読
み
ご

た
え
の
あ
る
内
容
だ
と
思
っ
て
は
い

る
の
で
す
が
…

五
十
一
号
以
降
を
今
以
上
に
楽
し

く
充
実
し
た
も
の
に
す
る
に
は
…

『
あ
な
た
書
く
人
・
私
読
む
だ
け
の

人
』
じ
ゃ
な
く
て
『
皆
さ
ん
書
い
て

下
さ
い
、
出
し
て
下
さ
い
よ
』
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
自
身
の
体
験
か
ら
皆
さ
ん
に
お

勧
め
の
事
柄
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
・
旅

行
・
書
籍
・
趣
味
娯
楽
の
数
々
、
ま

た
善
く
の
が
ど
う
も
と
言
う
人
は
お

得
意
の
も
の
…
ス
ケ
ッ
チ
で
も
ス

ナ
ッ
プ
で
も
旅
先
の
風
景
風
物
や
手

塩
に
か
け
た
盆
栽
や
丹
精
こ
め
て

作
っ
た
花
や
野
菜
を
ご
紹
介
下
さ

い
。
紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

一
気
に
と
言
う
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ

ん
が
、
毎
号
楽
し
い
も
の
に
し
て
行

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

五
十
号
の
歴
史
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
よ
り
充
実
し
た
楽
し
い
会
報
に

す
べ
く
会
員
各
位
よ
り
の
寄
稿
と
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

我
ら
が
農
芸
化
学
科
・
農
芸
化
学

コ
ー
ス
卒
業
生
の
同
窓
会
『
三
翠
化

学
会
』
が
多
数
の
恩
師
・
来
賓
・
先

輩
・
卒
業
生
出
席
の
下
、
め
で
た
く

設
立
・
発
足
し
た
の
は
昭
和
四
十
八

年
十
一
月
二
十
四
日
、
し
か
も
由
緒

あ
る
三
翠
会
館
に
於
い
て
で
あ
っ

た
。
以
来
早
く
も
一
／
四
世
紀
が
経

過
し
た
が
、
こ
の
間
、
役
員
並
び
に

会
員
各
位
の
自
覚
・
努
力
・
理
解
と

協
力
の
お
陰
で
順
調
な
歩
み
を
積
み

重
ね
、
発
展
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
や
、
親
同
窓
会
で
あ
る
三
翠
同
窓

会
を
構
成
す
る
数
あ
る
同
窓
会
の
中

で
も
、
注
目
さ
れ
て
い
る
活
力
と
充

実
度
の
あ
る
名
同
窓
会
に
成
長
し
た

こ
と
は
ま
さ
に
ご
同
慶
の
至
り
で
あ

り
ま
す
。

私
事
で
か
つ
古
い
話
で
恐
縮
で
す

が
、
ご
縁
が
あ
っ
て
母
校
に
赴
任
し

た
の
が
昭
和
三
十
一
年
四
月
で
あ
っ

た
。
学
科
主
任
の
稲
川
先
生
（
三
重

農
芸
化
学
の
ル
ー
ツ
、
土
壌
・
肥
料

学
研
究
室
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
に

定
年
退
官
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
三

日
ご
逝
去
）
に
着
任
の
挨
拶
に
言
っ

た
と
き
、
先
生
の
開
口
一
番
お
っ

し
ゃ
る
に
は
、
”
頑
張
っ
て
く
れ
〟
の

後
に
続
い
て
、
『
君
一
つ
農
芸
化
学

の
同
窓
会
を
考
え
て
く
れ
な
い
か

さ
ら
な
る
発
展
を
祈
っ
て

嶋
林
　
幸
英

ね
。
』
で
あ
っ
た
。

今
か
ら
思
え
ば
、
こ
の
一
言
が
同

窓
会
『
三
翠
化
学
会
』
設
立
の
原
点

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
当
時

の
農
学
部
は
農
学
科
、
農
業
土
木
学

科
、
林
学
科
、
農
芸
化
学
科
、
総
合

農
学
科
の
五
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
う
ち
、
農
学
、
土
木
、
林

学
を
御
三
家
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の

三
学
科
は
三
重
高
等
農
林
学
校
設
立

当
時
か
ら
の
学
科
で
あ
る
か
ら
だ
と

解
釈
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
同
窓
会
も
設

立
さ
れ
て
い
て
、
三
翠
農
学
会
、
三

翠
志
登
茂
会
、
三
重
林
学
会
と
名
乗

り
、
独
自
の
同
窓
会
活
動
も
活
発
で

あ
る
と
と
も
に
卒
業
生
と
大
学
と
の

パ
イ
プ
も
太
く
、
同
窓
会
の
な
い
農

芸
化
学
の
先
生
方
に
取
っ
て
は
淋
し

い
限
り
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

そ
の
後
卒
業
生
の
数
も
お
い
お
い

増
え
て
く
る
に
伴
い
、
そ
の
核
と
な

る
べ
き
同
窓
会
設
立
の
機
運
も
徐
々

に
醸
成
さ
れ
て
来
た
。
準
備
委
員
会

を
設
け
設
立
総
会
に
至
る
ま
で
の
経

緯
は
、
会
報
『
三
翠
化
学
』
第
二
号

に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
本

文
で
は
割
愛
し
ま
す
。
準
備
委
員
会

で
議
論
し
た
主
な
点
は
（
一
）
同
窓

会
の
名
称
、
（
二
）
会
則
（
案
）
、
（
三
）

組
織
の
三
点
に
絞
る
こ
と
が
で
き

る。
名
称
は
み
空
の
翠
、
樹
の
翠
、
波

の
翠
で
象
徴
さ
れ
る
三
翠
学
園
の
農

芸
化
学
同
窓
会
と
い
う
こ
と
で
当
然

の
こ
と
な
が
ら
何
等
問
題
も
な
く
す

ん
な
り
と
『
三
翠
化
学
』
と
決
ま
っ

た。
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
先
発
の
三
翠

農
学
会
、
三
翠
志
登
茂
会
、
三
重
林

学
会
と
一
日
も
早
く
肩
を
並
べ
ら
れ

る
同
窓
会
と
な
る
に
は
い
か
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
か
。
同
窓
会
は
二
十
歳

以
上
の
各
年
齢
層
で
構
成
さ
れ
る
た

め
、
年
齢
・
年
代
の
壁
を
越
え
た
自

由
な
発
言
と
意
見
交
換
、
相
互
理
解

に
基
づ
く
行
動
こ
そ
同
窓
会
が
永
続

的
に
発
展
す
る
た
め
の
必
須
条
件
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
発
足
当
時
は

”
若
さ
、
行
動
力
、
纏
ま
り
〟
を
誇
っ

て
い
て
も
時
の
流
れ
と
と
も
に
年
齢

層
の
幅
は
広
が
る
一
方
で
あ
る
の

で
、
近
き
将
来
の
運
営
・
永
続
的
な

発
展
策
を
考
慮
す
れ
ば
、
会
則
と
組

織
作
り
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

の
見
解
に
到
達
し
た
。
こ
の
た
め
、

各
年
代
層
を
カ
バ
ー
し
た
理
事
・
評

議
員
制
を
取
り
会
員
諸
氏
の
意
見
を

ま
ず
役
員
会
に
反
映
す
る
シ
ス
テ
ム



翠　　　化　　　学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年5月30日（3）　　第50号

●＜＞●＜＝＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜〕＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜こ＞●＜＝＞●＜こ→●＜＝＞●＜＞●＜ニ＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＝→●＜＞●＜＞●て＼

農場に赴任して

＼ゝ●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＝→●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＝→●＜＞●＜＝＞●＜＞●＜＞●＜＝＞●＜＞●＜＝→●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜〔＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●＜＞●

早フ西田松梅し 朝組元中林林た ははご、 三三三三三三三 ヽ ヽ o ヽ ヽ 吾上京琵悪蕗言 ヽヽヽ° �組同 三様 十ご 一出 各席 のい クた ラだ スき A 本 と総 な勢 り十 ま六 �い　の　郷　園　日　ス　　　）〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉’〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉）、′、／〉YYYYYYY〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉、′、／、／〉、′、／〉〉〉〉〉YYYY）、′、／〉〉、／、ノ）、′、／、／、ノ〉〉〉〉〉YY〉〉〉〉）、′、／〉〉、′、／’イ〉〉〉Y〉〉）、′、／ 
に　ク　」　内　の　会　二 
もラでの土に年 梅スのヤ日続前 林会、マにきの 先をリハ再、沖 等蕎‡サ寮葦奨　　　　義 夫しなl勢十婦 妻まヴト志二二同 にしイ「摩月伴 もたラ合国互の　　　　Ⅲ－ト 沖○宿歓立、ク　　　詔’｝順‾‾ 縄幸泊の公六ラ　　　′曝露‾‾‾‾‾‾麗溺闘 

ー◆ 々′′！瀦 ��熊務．、・、・・ � �艶麗鶉態擬．・．一・一・品∴・－．∴・言i／一・　111－品．1，．11．－－言 �ヾヽ・＼、i ������畷鬱澱饗緩※擬態　　　　〉　‡　　　の）レ　い）レJ　　　　　　　　　　　　　　l　　　　鞭　議場　泌盤搬捌離脱 

′裁 ′｝諒滋 裁 ｝●一一ヽ一一 繁音 読 懸懸藤懸 、総．， � �ー　　　　i　〇　一　　i◆　－i � � ���：覚：ヽ � � � � 

∴■∴ 、‘怒 、義　鎚畿慈覚あま， � �� �′綴 �′．′　　窺発議＿＿ � � �◆ �謀美 濃 � � � �二二望のだ軟さ楽しまも 月露湯けのれLLかしなス 害毒認諾諾善書‡ 　　oとl l 誹講諜緯無言苧喜 　一初中く頃 （温、haいま度め五フつに 

一幸認諾霧韓琴襟章醤雪 　上一 三●∵÷∴ ◆／ヽ ∴∵∴．∴‾‾－∴∴事 ∴］一一∴∴ 忠霊 ∴ 綴喜臆題暇態 へ ：お 溺藤田田園圏 ∴∴一∴∴∴∴ ∴∴∴蕊∵∴∴∵∴∵∴ヾ∴ヾ∴：㌫：※ 諮 ���鷲 ；） 、ノ！ ′ヽノi �撥　鱗　　，、緩 �ヾ �＼∴ �∴∴ � �d鴫畿 ′滋 �� �妹／ 幾綴， 身二鼻 ゝ意志＼ ∴∴ iヽ 業く 繋幾′ ＼ヾ＼．＼小さ 綴 撥慾 名、鱗 、×灘、謡 
子 　やブ 　　タ 萎※繊窺蒲撥緩 仁一∴∴単∴∴∴ 荻誓書額隼㌣譲 �鴻α高禦種田お膳 ＼ヾ∴∴ペ 発露麗隠※ 　∴＼∴ 

そ　平　泉　そ　）　っ　た　や　て　名　レ　は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ 

懸、ノ翳闘璽圏薄霧 競閉園圏臨逗 　ダ廿／ヽ ∴十一：：「∴∴∴ 覇藤子∴一団．・享，詳∵≡≡＝≡≡二言鐙擬態 ヾ 　髭′ 　軍 　鶏 ；く 登園因国書隠溺闘撥 　畷ノ 　慾 綴擬態擬態く統熊、裟 〇一淡さ、、．′． ����������し　戌　を　し　内＿ば　、り　の　がl雨 
て　九　特　て　を　い　ゴ　た　ゴ　女　が　も 

り　テ　十　シ　で　く　な　問　朝　け　ジ　真　ア　咋　林　イ　酒　全　フ　つ　輸　ン　の　メ ライーヨのつがか孔のヤ夜発年へ北を員ラい入oフイ ∴三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三 ンl クI　l夕 約1　、 　　　ヽ i 一／ 、り朝 ヽ◆｝ 

∴＼ 美 �瀦 �※…、態 、ざヾ∵言 ヾ＼ 残 雑 録 、宅、、 、′※ � �駕 �轡態懸 � �饗醗撥 �撥鬱 �轡 瀧謹強姦 �灘 �穏議 � � � � �※ �譲 � 

：－寄書．－∵・∴子ン �ー＼：：、＼∴ ��綱意鯛職鱒 �� ��������� �↓＿　※※：： �∴∴∴ 

； ‘′ ；人 言∴∴ くヽ 淡紫 ヾ∴ヾ ，翳 �＼ミ ノン も∴ 綜 鰯雲鬱 、態鶏 ��ヽ：乗｝ � �綴 繋懸 莫熊、 浅発 ：父 �：∴∴ ∴： ×′、、 綴談 綴※ 綴 緩 ��こ塞． 湊、短 闘題驚喜憎 ヽ：；：女 を発会 ※懸 綬ノ 撥 、渋 、ヽヽ 滋・ 券 ′薄 ：∴肇；．し∴ ���！ 綴 1、 、灘 ヽヽ �態灘 捨 瀦 孝 ∴∵ 綴喜 へiジ ′を′′ ′縁照暢蟻溌滋鍵※ ノ、詳ノ聡滋 ※’薫 激辛瀦’ �轡饗 拳ノン ∴ ※※ ； 、総 ＼ヾi∴、 ＼ヾ 慾、、◆ ＼ ∴：∴： 窯 撥綴 �欝撥 擬 、、総 畿緩 々驚 ＼＼＼ �鰯 や犠 懸、 綴※撚！ 、！ 、畿霧鵜 j撚 ’′叫 懸駿 戦績認難 i鱗◆ �蕊 費、 ：∵． 畿澄 ◆ 熊 網顕醸 盤鍾縫整 、綴、 裳： �、、∴ ，素 子 鴻 ； �＞￥ �躍i醒‥闘 幽憑懸灘議題轡 畿 議会 ＼i 蘭書88圏、鰯 麗綴喜．＝閣議 綴闊田園器国縫 、綴瀦 懸軍惑擬．：1、・ 諦※渡 ���・惣 � 

撥 � �� � ��・＝事： � ����滋；． �����ヾ �� �＼∴∴ 撚′、鵬 �畿綴喜臆臆閏灘整綴懸 �ノ綴懇綴　′・ �一一二三≡≡一二一≡≡ � 
き鰭 語ノ �人、ヽ 綴、溌 慾幾 �；　＼ �を幾、 一，一．． � �惣懸綴 ��　隷 ∴　ヾヾ■＼＼ �薫ヽ 　　　子、ヰヽ 　　　　鎌；※■ ���轡∵i乱読敵 �����∴　∴∴　　　∴∴；∴∴後 ������� 

ヽ �態響 子′裏 �：：￥ ′鰯 減 ，慾 ∴∵∴∴、 �� �く瀦翌懸鰭撥′ ヽ、′ノ 綴潔懸 窓※溌 緩，’ ��淋、、発議 、ヤ楽 　読蒸器 �　滋緩蒲田際 、、年へ、ヽ← 、緩総 ・雛′′ ���　が　滋 敵∴紫∴「蟻藤 懸熱圏題患綴 �����∴∴．∴∴∴∵．三 溝・綴緩、懸案漢綴、　灘 ������� 

議 �主′V 、塁懇 撥態溺 章で撥 �� �ノ￥総、ノ 差 渡 だ瀧 、｝ ∴∴： ��ヽ′′ ′ノヽ′′ ←ヽノ �　鶉緒 洋：、、 ���　　　∵ 総慾渚、繰※、 ノ、ヽ �����∴1㌦∴：： ∴∴∴∴∴書∴；： 「∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∵∴　∵ �������ざヾ＼〕■ 

）、ノジ 子、熱球 

畿灘瀦 �翻鶏 �Y．灘 � �薫緩 �i◆ �・一一・ �※　　　　　・人人　綴畿溺 ���・　　　　　　　　　　　　∴ �����、綴漆鰯闘題畷園醸認畷 ������� 

三重県農林専門学校農産製造課第1回生卒業50周年記念同窓会　平成11年3月14日　於賢島室生苑

を
考
え
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
組
織

の
ヒ
ン
ト
は
実
は
日
本
農
芸
化
学
会

の
組
織
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
会
員
相

互
の
情
報
交
換
の
場
、
意
見
反
映
の

場
と
し
て
会
報
は
年
二
回
の
発
行
を

目
指
す
事
と
な
っ
た
。

会
報
”
三
翠
化
学
”
第
一
号
は
昭

和
四
十
九
年
三
月
一
日
に
発
行
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
会
報
の

題
字
を
稲
川
先
生
に
書
い
て
い
た
だ

く
た
め
副
会
長
の
若
林
さ
ん
と
二
人

で
先
生
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
揮
墓
を

お
願
い
し
た
と
き
の
先
生
の
嬉
し
そ

う
な
お
顔
は
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
緊
張
と
喜
び
の
下
、
二
人
の

目
の
前
で
一
気
に
お
書
き
い
た
だ
い

た
の
が
会
報
の
題
字
で
あ
り
ま
す
。

関
係
各
夜
の
大
変
な
地
道
な
努
力
に

よ
り
内
容
充
実
の
会
報
発
行
は
維
持

さ
れ
し
か
も
一
回
の
欠
刊
も
な
く
年

二
回
必
ず
発
行
さ
れ
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
会
報
が
ど
れ
だ
け
多
く
の

会
員
諸
氏
を
力
付
け
た
か
。
会
員
相

互
の
情
報
交
換
・
意
見
反
映
に
ど
れ

だ
け
役
立
っ
た
か
。
三
翠
化
学
会
発

展
の
原
動
力
は
こ
の
会
報
に
あ
っ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の

功
績
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

る
。
ま
さ
に
”
継
続
こ
そ
力
な
り
〟

で
あ
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
関
係
者

各
位
に
心
か
ら
感
謝
し
衷
心
よ
り
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

会
報
〟
三
翠
化
学
÷
し
そ
三
翠
化

学
会
の
誇
り
得
る
大
目
玉
で
あ
り
ま

す
。
今
後
の
益
々
の
発
展
を
心
か
ら

念
じ
て
い
ま
す
。
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こ
の
春
、
三
重
大
学
資
源
学
部
食

品
化
学
研
究
室
を
卒
業
し
ま
し
て
、

三
重
大
学
生
物
資
源
学
部
附
属
農
場

に
着
任
し
ま
し
た
三
島
隆
と
申
し
ま

す
。
附
属
農
場
の
雰
囲
気
は
と
て
も

の
ん
び
り
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
ま
で
研
究
室
に
こ
も
り
っ
き
り
で

研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
そ
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
私
の
職
場
で
あ
る
附
属
農

場
の
宣
伝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
附
属
農
場
の
存
在
は
以
前
か
ら

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
出
身
学

部
が
生
物
資
源
学
部
で
は
な
い
こ
と

も
あ
り
、
実
際
に
農
場
で
実
習
等
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
強
い
て
農
場
と
関
わ
り
が
あ
っ

た
と
言
う
な
ら
ば
、
農
場
生
産
品
で

あ
る
ジ
ャ
ム
や
マ
ー
マ
レ
ー
ド
等
を

食
べ
て
い
た
程
度
で
し
ょ
う
か
。
最

近
で
は
、
農
場
の
味
噌
が
生
協
の
食

堂
や
大
学
病
院
の
食
堂
で
味
わ
え
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

実
際
に
農
場
に
お
世
話
に
な
っ
て

驚
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
思
っ
た
以
上

に
農
場
に
お
い
て
研
究
が
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
数
年
前
よ
り
学

生
や
院
生
が
研
究
室
に
配
属
さ
れ
て

い
て
、
研
究
用
機
器
も
徐
々
に
充
実

し
て
き
て
お
り
、
卒
業
生
の
み
で
は

な
く
、
技
官
の
方
や
農
業
別
科
生
も

交
え
た
研
究
発
表
会
も
昨
年
度
か
ら

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
今
年
度
か
ら
は
農
場
報
告
も
毎

年
発
行
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、

教
育
の
揚
だ
け
で
は
な
く
研
究
の
場

と
し
て
も
充
実
し
て
き
て
い
る
と
い

う
の
が
現
状
で
す
。
他
方
、
上
浜

キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
室
に
は
あ
ま
り

な
い
、
学
生
、
教
官
、
事
務
官
、
そ

し
て
技
官
の
方
々
と
の
家
庭
的
・
家

族
的
な
関
係
と
い
う
も
の
は
何
者
に

も
変
え
ら
れ
な
い
人
の
暖
か
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

施
設
を
今
後
も
利
用
し
や
す
い
形
を

採
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
残
念
な
こ
と
に
、
農
芸
化
学
コ
ー

ス
に
お
い
て
は
研
究
の
一
環
と
し
て

農
場
に
来
る
こ
と
が
な
い
限
り
、
学

部
二
年
生
に
お
け
る
食
品
加
工
実
習

や
博
士
後
期
課
程
一
年
生
に
お
け
る

附
属
施
設
実
習
以
外
に
は
あ
ま
り
農

場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
無
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
卒
業
さ
れ
た
方
々
に

お
い
て
は
よ
ほ
ど
の
理
由
が
な
い
限

り
農
場
に
足
を
運
ば
れ
る
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
上
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
な
い
の

ど
か
な
雰
囲
気
を
味
わ
い
に
、
ま
た

牛
や
羊
、
鶏
な
ど
の
動
物
と
触
れ
合

い
た
い
方
、
も
ち
ろ
ん
広
大
な
敷
地

と
様
々
な
作
物
を
栽
培
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
研
究
を

さ
れ
た
い
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
農

場
の
方
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

今
年
と
れ
た
新
茶
を
入
れ
て
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
三
匹
の
子
羊
と
共
に

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ツ
チ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
開
け
方
が

分
か
ら
ず
各
自
戸
惑
い
ま
し
た
が
。

最
後
に
ホ
テ
ル
前
に
て
記
念
撮
影
。

そ
し
て
一
時
過
ぎ
、
皆
様
無
事
解
散
。

多
分
皆
様
方
に
は
合
歓
の
郷
の
自
然

と
ヴ
ィ
ラ
と
ワ
イ
ン
が
記
念
に
な
っ

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
最
後
に
沖
縄

の
宮
城
、
千
葉
の
小
林
、
清
水
各
ご

夫
妻
、
東
京
の
岡
崎
ご
夫
妻
と
た
い

へ
ん
遠
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
出
席

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
で
二
回
目
の
夫
婦
同
伴
の
ク
ラ
ス

会
、
次
会
今
年
五
月
の
伊
良
湖
も
ま

た
来
年
二
月
の
タ
イ
チ
ェ
ン
マ
イ
の

ク
ラ
ス
会
に
も
皆
様
の
ご
出
席
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

（
佐
藤
義
彦
　
記
）

平
成
十
一
年
三
月
十
四
日
・
十
五

日
の
両
日
に
わ
た
り
志
摩
賢
島
「
宝

生
苑
」
で
卒
業
五
十
周
年
の
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
奇
し
く

も
会
報
五
十
号
の
発
刊
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
三
重
大
学
の
関
学
五
十
周
年

記
念
行
事
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
私
共
に
と
っ
て
は
今
回
、

こ
の
五
十
と
い
う
数
は
ゆ
か
り
が
深

い
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

一
口
に
五
十
年
と
言
い
ま
す
が
、

私
達
が
三
重
農
林
専
門
学
校
農
産
製

造
学
科
に
入
学
し
た
の
は
、
敗
戦
の

混
乱
の
真
っ
只
中
の
一
九
四
六
年
で

し
た
。
こ
の
と
き
の
様
子
は
、
現
在

の
物
質
的
に
豊
か
な
社
会
と
生
活
環

境
や
生
活
意
識
か
ら
は
、
と
て
も
想

像
で
き
な
い
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

母
校
三
重
農
林
専
門
学
校
も
一
九

四
九
年
に
は
三
重
大
学
農
学
部
と
し

て
発
足
し
、
以
後
、
県
立
三
重
大
学

を
統
合
し
、
工
学
部
・
人
文
学
部
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
農
学
部
も
水
産

学
部
と
合
体
し
て
生
物
資
源
学
部
に

な
り
、
い
ま
や
大
学
院
博
士
課
程
を

も
つ
ま
で
に
発
展
し
ま
し
た
。
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
三
翠
の
位
置
に
偉

容
を
誇
る
総
合
大
学
に
な
り
、
私
共

の
頃
の
学
び
舎
と
比
べ
大
変
な
変
貌

です。ま
さ
に
、
こ
の
五
十
年
は
あ
ら
ゆ

る
予
想
を
上
回
る
激
動
と
変
化
の
半

世
紀
と
痛
感
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
私
共
の
同
窓
会
で
す
が
、

三
重
県
在
住
の
者
が
中
心
に
な
り
、

半
年
前
か
ら
計
画
を
は
じ
め
ま
し

た
。
こ
の
間
、
数
度
に
わ
た
り
現
地

に
赴
き
準
備
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

当
日
は
些
か
「
船
頭
多
く
船
山
に
上

る
」
の
感
が
あ
り
、
不
行
届
き
の
点

に
つ
い
て
出
席
の
各
位
に
な
に
か
と

不
便
を
か
け
た
こ
と
を
こ
の
紙
面
を

借
り
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら

れ
た
諸
兄
、
病
気
そ
の
他
の
理
由
で

欠
席
し
た
者
を
除
き
、
東
海
・
近
畿

に
在
住
す
る
者
は
も
ち
ろ
ん
、
広
島
・

東
京
か
ら
駆
け
つ
け
た
計
二
十
七
名

で
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
に
近
い
と
出
席
と
み
て
よ
い
か
と

思
い
ま
す
。
と
か
く
三
翠
化
学
会
の

中
で
専
門
一
回
の
結
束
は
堅
い
と
の

評
価
で
す
が
、
こ
れ
は
私
共
が
ハ
ン

グ
リ
ー
と
混
乱
の
な
か
で
必
死
に
生

き
て
来
た
現
れ
で
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
に
入
学
時
の
経
歴

や
年
齢
も
ま
ち
ま
ち
で
、
も
っ
と
も

若
い
旧
制
中
学
四
年
修
了
者
で
も
本

年
で
古
希
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
参

加
の
各
位
は
い
ず
れ
も
老
い
を
感
じ

な
い
元
気
さ
で
、
第
二
の
人
生
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
い
る
姿
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
心
強
く
思
い
ま
し

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
五
時
か
ら
開

会
し
た
懇
親
会
は
こ
と
の
ほ
か
盛
り

上
が
り
、
卒
業
五
十
周
年
の
会
合
を

持
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ます。翌
日
、
バ
ス
を
チ
ヤ
タ
t
L
伊
勢

市
朝
熊
山
金
剛
讃
寺
（
伊
勢
神
宮
鬼

門
鎮
護
の
内
院
、
弘
法
大
師
に
よ
り

命
名
）
に
赴
き
、
風
雨
の
な
か
卒
塔

婆
の
ー
林
立
す
る
参
道
を
通
り
、
奥
の

院
で
物
故
者
六
名
の
供
養
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ば
在
り
し
日
の
友
を
偲

び
、
冥
福
を
祈
る
厳
粛
な
行
事
で
、

読
経
の
後
、
一
人
一
人
が
焼
香
し
、

一
入
感
慨
を
深
く
い
た
し
ま
し
た
。

あ
と
の
予
定
の
伊
勢
神
宮
参
詣

は
、
悪
天
候
で
取
り
止
め
、
午
後
二

時
過
ぎ
近
鉄
宇
治
山
田
駅
で
お
互
い

の
健
勝
と
多
幸
を
誓
っ
て
解
散
を
い

た
し
ま
し
た
。

以
上
、
専
門
一
回
卒
業
五
十
周
年

同
窓
会
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

（若林　記）
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